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は
じ
め
に

　

朝
廷
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
七
月
二
四
日
、
竹
内
式
部
門
人
の
徳
大
寺
公
城

ら
八
名
に
止
官
・
永
蟄
居
・
除
近
習
、
西
大
路
隆
共
ら
三
名
に
除
近
習
・
遠
慮
、
今

出
川
公
言
ら
八
名
に
遠
慮
な
い
し
自
分
遠
慮
の
処
分
を
下
し
た
。
朝
廷
自
ら
か
つ
て

な
い
多
数
の
堂
上
公
家
に
厳
罰
を
加
え
た
の
が
、
宝
暦
事
件
で
あ
る
。

　

関
白
と
摂
家
の
協
議
に
よ
る
処
罰
理
由
に
は
、「
竹
内
式
部
門
弟
堂
上
、
式
部
教

方
不
宜
に
付
、
近
年
毎
度
風
説
流
行
、
朝
廷
及
騒
動
候
、
依
之
門
弟
堂
上
結
党
謀
叛

之
志
有
之
候
風
説
盛
に
相
聞
候
も
無
余
儀
候
、
謀
叛
と
申
義
は
事
重
き
義
、
中
々
二

三
十
人
計
之
徒
党
、一
両
年
計
之
申
合
に
て
は
、一
向
難
事
調
義
に
候
」（「
内
前
公
記
」

七
月
二
三
日
条
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
結
党
謀
叛
」「
二
三
十
人
計
之

徒
党
」、
す
な
わ
ち
数
十
人
の
公
家
の
党
派
的
集
団
化
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

徳
大
寺
公
城
は
、
宝
暦
五
年
九
月
一
二
日
に
桃
園
天
皇
が
侍
読
伏
原
宣
条
か
ら
『
大

学
章
句
』
の
進
講
を
受
け
た
こ
と
を
聞
き
、「
抑
今
度
大
学
章
句
進
講
之
事
、
侍
読

宣
條
朝
臣
近
年
我
師
羞
斎
翁
（
竹
内
式
部
）
に
被
学
、
今
度
進
読
も
我
党
之
説
を
被

用
」（「
公
城
卿
記
」）、
さ
ら
に
同
六
年
二
月
二
五
日
に
「
刎
頸
断
金
之
友
」
権
大
納

言
久
我
敏
通
の
死
を
悼
ん
で
、「
予
師
羞
斎
翁
に
被
従
学
、
先
日
既
被
許
神
籬
、
真

吾
党
之
人
也
」（
同
前
）
と
書
い
た
。
処
罰
さ
れ
た
側
の
公
城
も
、
そ
の
集
団
を
「
我

党
」「
吾
党
」
と
表
現
し
て
い
る
。
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
を
「
党
」
と
表
現
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
垂
加
党
」
と
よ
ん
で
お
こ
う
。

　

竹
内
式
部
（
一
七
一
二
～
六
七
。
名
は
敬
持
、
号
は
羞
斎
、
通
称
は
式
部
。
垂
加

神
道
を
学
び
、
徳
大
寺
家
に
仕
え
た
）
の
門
人
公
家
が
「
垂
加
党
」
と
も
い
う
べ
き

党
派
を
形
成
し
た
こ
と
、
多
数
の
堂
上
公
家
が
垂
加
神
道
を
結
集
核
と
し
て
集
団
化

し
桃
園
天
皇
を
も
巻
き
込
ん
だ
こ
と
は
、
関
白
や
摂
家
に
と
っ
て
、
小
番
の
怠
慢
や

放
埒
行
為
な
ど
公
家
の
逸
脱
行
為
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
ゆ
ゆ
し
き
事
態
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
竹
内
式
部
の
も
っ
と
も
古
い
門
人
で
あ
り
「
垂
加
党
」
の
中
心
人

物
で
あ
る
徳
大
寺
公
城
（
一
七
二
九
～
八
二
）
の
日
記
「
公
城
卿
記
」
か
ら
、
公
城

の
垂
加
神
道
受
容
の
過
程
と
党
派
形
成
の
動
き
を
み
て
み
た
い
。

　

最
初
に
、
竹
内
式
部
門
人
四
五
名
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
【
表
１
】
に
掲
げ
る
。

一　

徳
大
寺
公
城
の
学
芸
の
修
得

　

徳
大
寺
公
城
は
、
竹
内
式
部
か
ら
垂
加
神
道
を
学
び
受
容
し
た
が
、
公
城
が
身
に

付
け
た
学
芸
、
い
わ
ゆ
る
諸
芸
能
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
記
に
よ
る
と
、
儒

学
、
和
歌
、
音
楽
も
師
に
つ
い
て
学
び
、
古
記
録
や
儀
式
書
の
貸
借
に
よ
り
有
職
故

実
を
研
究
し
、
書
道
に
も
精
進
し
て
い
る
。
摂
家
に
つ
ぐ
家
格
の
清
華
家
当
主
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
教
養
、
芸
能
を
修
得
し
て
公
家
社
会
、
朝
廷
社
会
の
一
人
前
の
堂

上
公
家
に
成
長
す
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
も
儒
学
・
和
歌
・
音
楽
の
習
練
を
み

て
お
こ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

研
究
報
告徳

大
寺
公
城
の
学
芸
・
垂
加
神
道
修
得
と
党
派
形
成　
―
「
公
城
卿
記
」
を
通
し
て

藤　
　

田　
　
　
　
　

覚
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【表１　竹内式部門人表】
名　　　前 官　　位 年齢 神儒 指南 入　門 絶　門 処　　　　罰

徳大寺公城 大納言近 30 ◎ 延享３ 止官/永蟄居/除近習
難波宗建 前中納言 62 神 　　４ 宝暦１　
坊城俊逸 中納言近 32 ◎ 寛延３ 止官/永蟄居/除近習
西洞院時名 少納言近 ◎ 宝暦１ 止官/永蟄居/除近習
今出川公言 中納言 21 儒 　　２ 遠慮
勘解由小路資望 左中弁近 ○ 　　２ 止官/永蟄居/除近習
久我敏通 大納言近 22 ◎ 　　２ 宝暦６年死去
四条隆叙 従三位 29 ○ 　　２ 　　５　
山井兼敦 中務少輔 20 素 　　２ 　　６　
柳原紀光 侍従 13 素 　　２ 　　６　
伏原宣条 従三位近 39 ○ 　　３
高野隆古 中将近 ○ 　　３ 止官/永蟄居/除近習
坊城富丸 素 　　３
西大路隆共 少将近 ○ 　　４ 除近習/遠慮
桜井氏福 刑部大輔 ○ 　　４ 遠慮
町尻説望 右馬頭近 ○ 　　４ 除近習/遠慮
中院通維 少将近 ○ 　　４ 　　６＊ 止官/永蟄居/除近習
中御門俊臣 権右中弁近 19 素 　　４ 神妙其儘差置
正親町三条公積 大納言近 38 ○ 　　５ 止官/永蟄居
高倉永秀 正三位近 31 ○ 　　５ 除近習/遠慮
烏丸光胤 大納言近 38 ○ 　　５ 　　７＊ 止官/永蟄居/除近習
植松幸雅 従三位 38 ○ 　　５ 　　７＊ 自分遠慮
東久世通積 前中納言近 51 ○ 　　５ 　　８　 神妙其儘差置
北小路光香 従三位近 39 ○ 　　５ 　　８　
岡崎国栄 正四位下近 33 ○ 　　５ 　　８　
久我通兄 前右大臣 50 神 　　５ 　　５　
愛宕通貫カ 前中納言近 62 神 　　５ 　　５　
梅渓通賢 従四位上 24 儒 　　５ 　　６　
冷泉為泰 正四位下 24 ○ 　　６ 神妙大切に可勤
日野資枝 正五位上近 22 ○ 　　６ 神妙其儘差置
岩倉恒具 前中納言 58 ○ 　　６ 　　７＊ 自分遠慮
岩倉尚具 左兵衛佐 ○ 　　６ 　　７＊ 自分遠慮
綾小路有美 参議近 37 ○ 　　６ 　　８　 神妙其儘差置
白川資顕 従四位上近 28 ○ 　　６ 　　７　 神妙其儘差置
六角知通 正五位下 21 ○ 　　６ 　　７　 神妙大切に可勤
三条季晴 大納言近 26  儒 　　６ 　　６　
七条隆房 左馬頭 素 　　６
錦小路頼尚 正六位上 16 素 　　６
伏原千代丸 素 　　６
姉小路久丸 素 　　６ 　　８　
町尻説久 正三位近 44 ○ 　　６ 遠慮
裏松光世 左少弁 23 ○ 　　６ 遠慮
正親町三条実同 従四位下 11 素 　　６ 父蟄居自分遠慮
舟橋親賢 右兵衛佐 儒 　　８
高丘紹季 大蔵大輔近 素 　　８ 　　８　

注① 宝暦八年の竹内式部の供述（「内前公記」）による。官位・年齢は久我敏通を除き宝暦八年時点。近 は宝暦八年七月以前に
桃園天皇近習（林大樹「近世の近習小番について」『論集きんせい』40号、二〇一八年による）。

　② 入門の古い順に掲げた。入門年はつぎの理解による。竹内式部は公城について、「十三年程以前より神学、儒学共に御指
南仕、神学許可仕候」と供述。当時は起点となる年を一年に数えるので一三年前は延享三年（一七四六）、公城が竹内式
部の講義を受け始めたのが延享三年一月一九日なので符合。「三年以前に御死去」と供述されている久我敏通は、宝暦六
年二月二五日死亡なので「三年以前」は宝暦六年で符合。「三年以前」あるいは「去々年」と異なる表現をしているので
疑問は残るものの、「去々年」も「三年以前」もともに宝暦六年とした。

　③ 教育内容は、神儒は神学と儒学で○、◎は神学許可（久我敏通は「公城卿記」による）、神は神学のみ、儒は儒学のみ、
素は素読。

　④絶門のうち＊は、門人を止めたが「御出入仕候」の場合。
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１　

幕
府
の
規
制
と
公
城
の
習
練

　

公
家
の
芸
能
に
は
幕
府
の
規
制
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ

と
も
古
く
は
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
六
月
の
公
家
衆
法
度
第
一
条
（『
近
世

朝
幕
関
係
法
令
史
料
集
』
42
号
）
の
「
公
家
衆
家
々
之
学
問
昼
夜
無
油
断
様
可
被
仰

付
事
」
で
、
公
家
の
家
職
と
し
て
の
学
問
の
維
持
、
継
承
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
七
月
に
所
司
代
板
倉
重
宗
か
ら
与
え
ら
れ
た
条
目
（
同
前
50
号
）

の
第
七
条
に
再
録
さ
れ
た
。
寛
永
八
年
二
月
の
若
公
家
之
法
度
（
同
前
52
号
）
第
一

三
条
に
も
「
学
問
稽
古
事
」
が
あ
り
、
公
家
は
江
戸
時
代
前
期
に
幕
府
か
ら
家
々
の

学
問
精
励
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
後
水
尾
天
皇
（
上
皇
・
法
皇
）
が
和
歌
と
学

問
を
督
励
し
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
天
皇
と
公
家
の
諸
芸
能
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
を
持
っ
た
。

　

公
城
の
時
代
に
重
要
な
の
は
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
一
〇
月
の
幕
府
の
命
令

「
諸
家
中
心
得
」（
同
前
146
号
）
三
か
条
（
第
一
条
「
其
家
之
家
業
無
懈
怠
之
儀
、

勿
論
ニ
候
事
」、
第
二
条
「
歌
学
之
事
、
堂
上
一
統
被
相
励
之
儀
ニ
候
事
」、
第
三
条

「
雖
為
何
家
、
儒
学
・
有
職
被
心
掛
之
儀
、
専
要
ニ
候
事
」）
で
あ
る
。
堂
上
公
家
は
、

家
職
精
励
の
ほ
か
、
和
歌
に
励
み
儒
学
と
有
職
故
実
学
に
心
が
け
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
一
〇
月
一
〇
日
に
関
白
か
ら
、
将
軍
代
替
わ
り
（
吉

宗
か
ら
家
重
へ
）
に
つ
き
公
家
た
ち
が
江
戸
へ
下
向
し
た
と
き
困
ら
な
い
た
め
と
い

う
配
慮
か
ら
、
先
の
三
か
条
が
再
度
触
れ
ら
れ
て
い
る
（「
公
城
卿
記
」）。
さ
ら
に

同
三
年
一
〇
月
九
日
に
、「
前
大
樹
公
（
吉
宗
）
御
趣
意
」
と
し
て
、
幕
府
か
ら
改

め
て
先
の
三
か
条
が
申
し
渡
さ
れ
た
（
同
前
）。
幕
府
は
、
家
職
と
と
も
に
、
和
歌
、

儒
学
、
有
職
故
実
学
の
学
習
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

公
城
は
、
一
五
歳
の
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
一
二
月
に
元
服
、
同
日
に
従
四
位

下
左
中
将
に
叙
任
、
禁
裏
小
番
に
組
み
入
れ
ら
れ
朝
廷
社
会
に
登
場
し
た
。
こ
の
前

後
か
ら
、
諸
芸
能
の
学
習
が
始
ま
る
。【
表
２
】
に
み
る
よ
う
に
、
公
城
が
習
練
し

た
芸
能
に
は
、
学
問
・
和
歌
の
ほ
か
音
楽
が
あ
る
。
幕
府
は
、
公
家
衆
法
度
、
禁
中

（
５
）

（
６
）

【表２　徳大寺公城の芸能習練】

年　号 儒学Ａ 儒学Ｂ 和　歌 音　楽 竹内式部 回数

寛保３　  3（60%）  2（40%）   5

延享２　 11（22%） 17（33%） 11（22%） 12（23%）  51

　　３　 25（14%） 40（23%） 34（20%） 20（12%） 54（ 31%） 173

　　４　 23（18%） 36（28%） 20（16%） 13（10%） 36（ 28%） 128

寛延１閏 22（13%） 33（20%） 24（15%） 31（19%） 54（ 33%） 165

　　２　 15（13%） 24（21%） 17（15%） 13（12%） 43（ 39%） 112

　　３　 18（16%） 34（30%）  7（ 6%）  4（ 3%） 52（ 45%） 115

宝暦１閏 19（21%）  1（ 1%）  9（10%）  3（ 3%） 60（ 65%）  92

　　２　  9（16%）  6（10%）  1（ 2%） 41（ 72%）  57

　　３　  2（ 4%） 49（ 96%）  51

　　４閏 41（100%）  41

　　５　 33（100%）  33

注① 数字は公城が徳大寺邸で受けた授業の回数。② 閏 は閏月のあることを示す。③儒学Ａは堀正脩、儒
学Ｂは堀正珪、和歌は香川景平。
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并
公
家
中
諸
法
度
、
元
文
四
年
の
諸
家
中
心
得
で
も
、
天
皇
・
公
家
に
音
楽
の
学
習

を
求
め
て
い
な
い
が
、
筆
者
が
光
格
天
皇
の
諸
芸
能
に
つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、

天
皇
は
学
問
、
和
歌
と
と
も
に
音
楽
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
中
世

を
通
じ
て
天
皇
、
朝
廷
が
従
う
べ
き
準
則
と
し
て
大
事
に
さ
れ
た
『
禁
秘
抄
』
で
、

天
皇
が
学
ぶ
べ
き
諸
芸
能
は
、
第
一
に
学
問
、
第
二
が
音
楽
、
第
三
の
中
の
一
つ
が

和
歌
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
後
水
尾
天
皇
は
、
禁
中
并
公
家
中
諸
法
度
の
も
と
で
は

和
歌
が
重
要
と
認
識
し
て
い
た
が
、
歴
代
天
皇
は
音
楽
も
重
視
し
て
き
た
。
禁
裏
御

所
で
催
さ
れ
る
管
弦
御
遊
、
す
な
わ
ち
音
楽
会
に
天
皇
自
ら
公
家
と
と
も
に
笛
や
筝

を
奏
し
て
い
た
。
公
家
に
と
っ
て
禁
裏
の
和
歌
会
と
音
楽
会
の
人
数
に
加
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
誇
り
で
あ
り
朝
廷
社
会
で
の
地
位
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　

公
城
は
父
実
憲
が
元
文
五
年
七
月
に
二
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
き
一
二
歳
な
の

で
、
一
五
歳
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
学
習
計
画
を
、
父
あ
る
い
は
公
城
自
身
が
立
て

た
と
は
考
え
に
く
い
。「
公
城
卿
記
」延
享
二
年
一
月
一
八
日
条
に
、「
当
時
予
事
は
、

醍
醐
家
諸
事
世
話
之
事
也
」
と
書
く
よ
う
に
、
公
城
は
醍
醐
家
の
後
見
を
受
け
て

い
た
。
公
城
は
、
何
事
か
あ
る
と
醍
醐
家
を
訪
れ
相
談
し
て
い
る
の
で
、
公
城
の
学

習
計
画
は
醍
醐
家
の
指
導
を
仰
い
だ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２　
「
学
問
」（
儒
学
）
の
学
習

　

公
城
が
竹
内
式
部
か
ら
受
け
た
教
育
は
神
儒
、
つ
ま
り
垂
加
神
道
神
学
と
垂
加
流

儒
学
で
あ
り
、
儒
学
の
学
習
で
も
あ
っ
た
。
竹
内
式
部
の
件
は
後
に
廻
し
、
こ
こ
で

は
儒
者
か
ら
の
教
育
を
取
り
上
げ
る
。

　

元
服
直
前
の
寛
保
三
年
一
一
月
一
三
日
に
「
左
氏
伝
会
、
堀
七
左
衛
門
也
」、
同

月
一
八
日
に
「
左
伝
会
、
堀
七
左
衛
門
正
珪
為
師
」（「
公
城
卿
記
」）
と
あ
り
、
堀

正
珪
（
南
雲
）
を
師
と
し
徳
大
寺
邸
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
延
享
二
年
に
な
る
と
、

堀
正
脩
（
南
湖
）
も
徳
大
寺
邸
で
講
義
を
し
、
公
城
は
そ
れ
以
降
こ
の
二
人
の
儒
者

か
ら
継
続
的
に
儒
学
教
育
を
受
け
て
い
る
。

　

堀
正
珪
は
、
寛
保
三
年
を
皮
切
り
に
、
延
享
二
年
か
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

に
か
け
て
月
に
二
～
三
回
の
頻
度
で
徳
大
寺
邸
を
訪
れ
、
宝
暦
元
年
一
月
を
最
後
に

途
絶
え
た
。
講
釈
の
書
目
は
、
当
初
は
『
左
氏
伝
』、
そ
の
後
は
『
前
漢
書
』、
つ
い

で
『
史
記
』
だ
っ
た
。
堀
正
脩
は
、
延
享
二
年
五
月
八
日
を
初
回
と
し
て
、
宝
暦
元

年
ま
で
月
二
回
ほ
ど
講
義
が
あ
り
、
宝
暦
二
年
九
月
一
九
日
が
最
後
に
な
っ
た
。
同

年
に
は
六
九
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
翌
年
七
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
講
義
の
書
目
は
、

『
論
語
』『
大
唐
六
典
』『
柳
文
』『
唐
鑑
』『
荘
子
』『
名
臣
言
行
録
』『
朱
子
文
集
』

と
幅
広
い
。
寛
延
二
年
七
月
一
〇
日
の
み
だ
が
『
令
義
解
』
を
読
ん
で
い
る
の
は
、

公
城
に
何
ら
か
の
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

３　

和
歌
の
学
習

　

元
服
直
前
の
寛
保
三
年
一
一
月
一
四
日
の
日
記
に
「
香
川
木
工
允
来
、
源
氏
物
語

読
書
并
詠
草
相
談
也
」、
同
月
一
九
日
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
あ
る
。
香
川
景
平
が

徳
大
寺
邸
を
訪
れ
、『
源
氏
物
語
』
の
読
書
と
和
歌
の
相
談
を
し
て
い
る
。
そ
の
指

導
に
よ
る
の
か
、
公
城
は
、
翌
同
四
年
四
月
八
日
に
宮
廷
歌
人
の
三
条
西
前
大
納
言

公
福
へ
入
門
し
和
歌
の
師
匠
と
し
た
。

　

寛
保
四
年
二
月
一
九
日
の
日
記
に「
今
日
於
愚
亭
と
家
僕
催
会
、題
二
首
、春
曙
・

待
花
」、
同
年
七
月
七
日
に
「
催
七
首
会
」、
翌
年
延
享
二
年
一
月
二
六
日
に
「
今
日

会
始
也
、
於
里
亭
催
、
家
僕
詠
畢
、
題
者
梅
近
聞
鶯
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
自
邸
で

家
司
と
の
歌
会
や
歌
会
始
（
禁
裏
歌
会
始
の
翌
日
を
徳
大
寺
家
歌
会
始
に
定
例
化
）

を
催
し
て
い
る
。

　

延
享
二
年
六
月
一
一
日
に
は
「
今
日
内
々
月
次
和
歌
会
也
、
定
雖
五
日
及
延
引
而

今
日
催
之
、
題
者
水
辺
納
涼
云
々
」
と
あ
り
、
毎
月
五
日
を
定
日
と
し
て
月
次
和
歌

会
が
あ
り
、
香
川
景
平
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
徳
大
寺
邸
に
来
て
い
る
。
香
川
景
平
は
、

延
享
二
年
か
ら
寛
延
二
年
ま
で
は
月
に
二
回
前
後
、
徳
大
寺
邸
の
月
次
と
当
座
和
歌

会
に
来
て
指
導
し
、
漸
次
減
っ
て
宝
暦
二
年
で
終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
延
享
二
年

九
月
一
三
日
条
に「
自
今
日
百
首
題
詠
始
、為
稽
古
也
」、同
三
年
五
月
七
日
条
に「
為

稽
古
百
首
当
座
、
香
川
木
工
丞
五
十
首
、
予
五
十
首
、
辰
半
刻
よ
り
午
刻
迄
詠
終
」

（
７
）

（
８
）（

９
）

（
10
）



（　 ）　徳大寺公城の学芸・垂加神道修得と党派形成（藤田）47

の
よ
う
な
詠
作
の
特
訓
も
あ
る
。
公
城
は
、
一
七
歳
に
な
っ
た
延
享
二
年
か
ら
和
歌

の
鍛
錬
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、
同
年
九
月
一
日
の
日
記
に
「
予
於
古
今
和
歌
集
尽

心
、
仍
此
頃
令
成
熟
於
心
神
了
」
と
記
し
、『
古
今
和
歌
集
』
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
精
神
の
成
熟
を
自
ら
感
じ
る
と
い
う
。

　

和
歌
の
師
匠
、
三
条
西
公
福
が
延
享
二
年
九
月
一
七
日
に
死
去
し
た
た
め
、
寛
延

元
年
一
二
月
二
五
日
に
新
た
に
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
入
門
し
、
詠
草
の
添
削
を
受

け
て
い
る
。
入
門
か
ら
約
二
年
経
っ
た
宝
暦
二
年
一
月
八
日
の
日
記
に
、「
従
中
書

王
（
有
栖
川
宮
）
示
給
云
、
自
当
春
之
御
会
予
詠
進
之
事
、
可
被
挙
奏
之
由
内
々
示

給
之
由
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
有
栖
川
宮
の
推
挙
に
よ
り
禁
裏
歌
会
始
へ
の
詠
進
を

許
さ
れ
た
。同
月
一
六
日
、詠
進
す
る
和
歌
を
見
せ
る
た
め
有
栖
川
宮
邸
を
訪
れ（「
中

書
王
邸
行
向
、
愚
詠
随
身
」）、
同
月
二
四
日
の
禁
裏
歌
会
始
に
は
懐
紙
を
持
参
し
出

席
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
公
城
は
宮
廷
歌
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
宮
廷
（
堂
上
）
歌
人
の

一
員
に
な
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、公
城
が
和
歌
の
分
野
で
一
人
前
の
堂
上
公
家
に
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

４　

音
楽

　

公
城
は
、
学
問
と
和
歌
の
学
習
を
本
格
化
さ
せ
た
一
七
歳
の
延
享
二
年
か
ら
、
音

楽
の
学
習
、
笙
の
練
習
を
始
め
た
。
な
ぜ
笙
な
の
か
は
、
公
城
が
初
め
て
禁
裏
御
楽

会
（「
管
弦
御
遊
」「
御
楽
」）
に
出
席
を
許
さ
れ
た
寛
延
元
年
閏
一
〇
月
八
日
の
日

記
に
、「
自
天
性
院
并
故
殿
予
迄
三
代
、
笙
所
作
被
仰
出
、
尤
本
懐
歟
」
と
書
い
て

い
る
の
で
、
祖
父
公
全
と
父
実
憲
が
笙
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
。

　

音
楽
の
練
習
が
日
記
に
初
め
て
記
さ
れ
る
の
は
、
延
享
二
年
六
月
一
日
の
「
辻
左

近
将
監
来
、
楽
修
行
、
新
羅
陵
王
急
、
林
歌
、
□
頭
等
三
曲
」
で
、
辻
左
近
将
監
が

徳
大
寺
邸
に
や
っ
て
来
て
教
授
し
て
い
る
。
同
月
一
七
日
に
は
「
予
一
人
音
楽
修
行

了
、
五
曲
云
々
」
と
も
あ
り
、
独
り
で
稽
古
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
辻
一
人
で
は
な

く
二
～
三
人
で
の
合
奏
練
習
も
あ
る
。
延
享
三
年
五
月
二
二
日
条
に
「
東
儀
河
内
守
、

豊
伊
賀
守
、
辻
下
野
介
来
、
催
音
楽
、
今
日
予
初
而
令
合
奏
、
珍
重
々
々
云
々
、
目

録

平
調
音
取
、
万
歳
楽
、
五
常
楽
急
（
下
略
）」
と
記
す
よ
う
に
、
東
儀
河
内
守
（
太

秦
兼
陳
。
篳
篥
の
家
）、
豊
伊
賀
守
（
豊
原
倫
秋
。
笙
の
家
）、
辻
下
野
守
の
三
人
の

楽
人
が
徳
大
寺
邸
に
来
て
、
公
城
初
の
合
奏
を
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
、
時
に
は
二

人
が
し
ば
し
ば
来
て
合
奏
し
て
い
る
。
豊
伊
賀
守
は
一
人
で
来
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
他
、
寛
延
元
年
七
月
四
日
条
に
「
大
賀
陸
奥
来
、
大
鼓
稽
古
之
有
事
」
と
あ
る
よ

う
に
、
太
鼓
の
稽
古
も
以
後
七
回
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

延
享
二
年
か
ら
の
鍛
錬
の
甲
斐
が
あ
り
、
朝
廷
雅
楽
を
管
掌
し
た
楽
所
奉
行
四
辻

実
胤
か
ら
、
寛
延
元
年
閏
一
〇
月
八
日
の
禁
裏
御
所
の
管
弦
に
出
席
す
る
よ
う
連
絡

を
う
け
、
新
規
に
人
数
に
加
え
ら
れ
た
御
礼
に
天
皇
と
上
皇
へ
参
上
し
て
い
る
。
そ

し
て
当
日
、「
今
日
月
次
御
楽
也
、
予
初
度
也
、
仍
巳
刻
参
内　

指
貫
、
未
刻
過
始
、

笙　

音
取
帥
中
納
言
、
残
楽
岩
倉
前
宰
相
、
予
」
と
記
す
よ
う
に
、
岩
倉
恒
具
と
と

も
に
笙
の
残
楽
を
担
当
し
、
禁
裏
御
楽
会
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
公
城
は
、
そ
の

初
演
奏
に
つ
い
て
「
予
芸
未
熟
、
弥
可
励
之
事
歟
」
と
、
さ
ら
な
る
鍛
錬
を
自
ら
に

課
し
た
。
寛
延
元
年
冬
か
ら
同
二
年
に
か
け
て
、
東
儀
、
豊
、
辻
と
の
合
奏
の
練
習

を
繰
り
返
し
、
禁
裏
御
楽
会
に
出
席
し
て
笙
を
演
奏
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
宝
暦
三
年
に
な
る
と
禁
裏
御
楽
会
を
歯
痛
、
持
病
、
所
労
と
称
し
て
休

む
よ
う
に
な
る
。
欠
席
が
重
な
っ
た
た
め
、
同
年
六
月
一
五
日
に
議
奏
か
ら
、
①
持

病
な
ら
保
養
す
る
こ
と
、
②
歯
痛
で
管
楽
器
が
難
し
け
れ
ば
弦
楽
器
に
移
っ
て
は
ど

う
か
、
③
断
る
な
ら
願
書
を
出
す
こ
と
、
な
ど
申
し
渡
さ
れ
た
。
公
城
は
、
①
持
病

が
軽
い
と
き
は
出
席
す
る
、
②
管
か
ら
弦
へ
移
る
の
は
難
し
い
、
③
今
月
は
ま
だ
暑

い
の
で
、
涼
し
く
な
れ
ば
出
席
で
き
る
、
と
答
え
て
い
る
。
公
城
は
、
願
書
を
出
せ

と
い
う
申
渡
に
、「
於
願
書
之
儀
者
あ
ま
り
な
る
俗
事
也
、
納
言
を
も
帯
官
之
身
に

て
管
弦
ぐ
ら
ひ
の
小
事
、
願
書
可
指
出
事
や
あ
る
、
是
役
人
の
い
ゝ
が
ゝ
り
な
り
、

仍
予
此
事
有
無
之
不
及
答
、
俗
事
々
々
」
と
強
く
反
発
し
た
。
管
弦
ぐ
ら
い
の
小
事

で
大
納
言
と
い
う
高
官
に
願
書
を
出
せ
と
い
う
の
は
、
担
当
役
人
の
言
い
が
か
り
だ

と
非
難
し
、
願
書
提
出
を
無
視
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
後
、
公
城
は
御
楽
会
に
出
て

（
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）
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い
る
。
宝
暦
三
年
か
ら
禁
裏
御
楽
会
を
休
み
が
ち
に
な
っ
た
の
は
、
垂
加
党
の
組
織

活
動
の
活
発
化
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

二　

公
城
の
垂
加
神
道
受
容
過
程

１　

竹
内
式
部
の
垂
加
流
儒
学
教
育

　

竹
内
式
部
へ
の
入
門
は
延
享
三
年
一
月
一
九
日
、
当
日
の
日
記
に
「
竹
内
式
部
来
、

日
本
紀
講
尺
、
今
日
依
講
尺
始
令
浴
聴
聞
了
」
と
記
し
、「
講
尺
始
」
の
聴
聞
に
浴

し
た
特
別
な
日
と
い
う
意
識
が
滲
み
出
て
い
る
。
式
部
と
の
関
係
は
、
儒
学
や
和
歌

の
師
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
後
、
月
に
四
～
五
回
の
頻
度
で
徳
大
寺
邸
に
て

講
義
が
あ
り
、【
表
２
】
の
よ
う
に
次
第
に
式
部
の
比
重
が
増
し
て
寛
延
三
年
に
は

五
〇
％
近
く
、そ
れ
以
後
は
ほ
と
ん
ど
に
な
る
。公
城
の
傾
倒
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

入
門
日
は
「
日
本
紀
」
の
み
だ
が
、
竹
内
式
部
が
講
義
し
た
書
目
は
、
二
回
目
の

二
月
四
日
（「
竹
内
式
部
来
、
神
書
并
孟
子
講
釈
」）
か
ら
お
お
む
ね
「
日
本
紀
（
神

書
）」
と
儒
書
の
組
合
せ
に
な
る
。

　

儒
書　

ま
ず
『
孟
子
』
か
ら
始
ま
り
、
寛
延
元
年
二
月
二
六
日
よ
り
儒
書
の
み
に

な
っ
て
『
中
庸
』
が
加
わ
り
、
三
月
二
一
日
よ
り
『
孟
子
』
か
ら
『
論
語
』
と
『
中

庸
』、『
中
庸
』
が
終
わ
る
と
同
年
九
月
一
三
日
か
ら
『
論
語
』
と
『
大
学
』、『
大
学
』

が
終
わ
る
と
同
二
年
一
月
二
二
日
か
ら『
論
語
』と『
近
思
録
』、八
月
三
日
か
ら『
論

語
』
と
『
尚
書
』（『
書
経
』
と
も
）、
同
三
年
一
一
月
三
日
か
ら
『
易
学
啓
蒙
』
と
『
尚

書
』、
一
一
月
二
八
日
は
『
論
語
』
と
『
詩
経
』（『
毛
詩
』
と
も
）、
一
二
月
三
日
か

ら
『
易
学
啓
蒙
』（
朱
熹
著
）
と
『
詩
経
』、
同
四
年
二
月
一
三
日
か
ら
『
易
経
本
義
』

（
朱
熹
著
）
と
『
詩
経
』、
宝
暦
二
年
六
月
八
日
か
ら
『
朱
易
衍
義
』（
山
崎
闇
斎
著
）、

九
月
一
日
か
ら
『
周
易
程
伝
』（『
程
氏
易
伝
』、
程
頤
著
）、
同
三
年
六
月
一
日
か
ら

『
春
秋
』
に
な
り
、
以
後
は
「
敬
持
来
、
例
講
」
な
ど
と
書
目
の
記
述
を
欠
く
。

　

竹
内
式
部
が
公
城
へ
の
儒
学
講
義
で
扱
っ
た
書
目
は
、主
に『
孟
子
』『
論
語
』『
中

庸
』『
大
学
』
の
四
書
、
五
経
の
う
ち
『
礼
記
』
を
除
く
『
易
経
』『
書
経
』『
詩
経
』

『
春
秋
』
で
あ
っ
た
。
四
書
五
経
以
外
は
、
朱
子
学
の
入
門
書
『
近
思
録
』
と
『
易

経
』
に
関
わ
る
程
頤
、
朱
熹
、
山
崎
闇
斎
の
著
作
で
あ
る
。
な
お
、
式
部
は
『
靖
献

遺
言
』（
浅
見
絅
斎
著
）
を
公
家
に
講
義
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
公
城
は
寛
延
元
年
三

月
七
日
に
式
部
か
ら
借
用
し
た
の
み
で
、
講
義
の
形
跡
は
日
記
に
な
い
。

２　

竹
内
式
部
の
神
学
講
義

　

垂
加
神
道
の
神
学
学
習
は
、「
伝
授
を
一
切
含
ま
な
い
神
書
講
談
の
「
初
重
」
に

は
じ
ま
り
、訓
読
や
簡
単
な
伝
授
か
ら
な
る「
二
重
」、切
紙
伝
授
か
ら
な
る「
三
重
」、

最
後
に
三
種
神
器
伝
お
よ
び
神
籬
伝
か
ら
な
る
「
極
秘
伝
」
の
四
階
梯
を
通
し
て
進

め
ら
れ
る
」
と
い
う
。
入
門
し
た
延
享
三
年
一
月
一
九
日
の
「
日
本
紀
」
は
、『
日
本

書
紀
』
巻
一
・
二
神
代
上
下
の
こ
と
で
、
同
年
九
月
九
日
に
「
日
本
紀
神
代
巻
上
下
」

が
終
了
し
た
。
つ
い
で
九
月
一
二
日
か
ら
「
神
代
巻
（「
日
本
紀
」）
初
重
伝
」
が
始

ま
っ
て
神
学
学
習
の
第
一
階
梯
に
入
り
、
延
享
四
年
六
月
二
〇
日
に
終
わ
っ
た
。
な

お
公
城
は
、
終
了
四
日
前
の
六
月
一
六
日
に
式
部
か
ら
「
日
本
紀
初
重
伝
書
付
一
冊
」

を
借
用
し
て
い
る
。

　

延
享
四
年
六
月
二
三
日
か
ら
『
中
臣
祓
』
の
講
義
を
四
回
受
け
、
同
年
七
月
一
八

日
か
ら
「
神
武
紀
」（『
日
本
書
紀
』
巻
三
神
武
か
）
が
始
ま
っ
て
九
月
三
日
ま
で
七

回
続
き
、
九
月
九
日
よ
り
神
学
学
習
の
第
二
階
梯
で
あ
る
「
神
代
巻
二
重
」
に
移
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
同
五
年
（
七
月
一
二
日
に
改
元
が
あ
り
寛
延
元
年
）
二
月
六
日
に

終
了
（「
今
日
伝
授
了
」）
し
、
同
年
二
月
一
〇
日
に
「
自
昨
夜
神
斎
、
今
朝
不
食
以

前
受
之
了
」
と
記
す
よ
う
に
、
前
夜
か
ら
精
進
潔
斎
し
て
「
十
種
神
宝
書
」
を
伝
授

さ
れ
た
。
な
お
同
年
七
月
六
日
に
、
竹
内
式
部
か
ら
「
二
重
伝
口
書
」
を
借
用
し
て

い
る
。

　
「
十
種
神
宝
書
」の
伝
授
が
終
わ
る
と
、竹
内
式
部
の
講
義
は
儒
書
の
み
に
な
っ
た
。

寛
延
四
年
（
一
〇
月
二
七
日
に
改
元
が
あ
り
宝
暦
元
年
）
七
月
二
二
日
か
ら
「
講
日

本
紀
・
易
経
本
義
」
と
ふ
た
た
び
「
日
本
紀
」
と
儒
書
を
組
み
合
わ
せ
た
講
釈
に
な

る
。
こ
の
「
日
本
紀
」
の
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
詳
だ
が
、
宝
暦
二
年
一

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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〇
月
一
一
日
ま
で
確
認
で
き
、
そ
れ
以
降
ま
た
儒
書
の
み
に
な
る
。
同
三
年
二
月
二

一
日
に
、「
講
神
代
巻　

三
重
之
講
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
神
学
学
習
の
第
三

階
梯
「
三
重
」
の
講
義
で
あ
ろ
う
。
二
月
三
〇
日
も
「
講
如
先
日
」
と
あ
り
「
神
代

巻
三
重
」
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
後
は
「
例
講
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。

公
城
は
、
宝
暦
二
年
八
月
一
五
日
に
垂
加
神
道
の
最
高
奥
秘
で
四
重
と
さ
れ
る
三
種

神
宝
極
秘
伝
と
神
籬
磐
境
極
秘
伝
を
伝
授
さ
れ
た
。
な
ぜ
最
高
奥
秘
を
伝
授
さ
れ
た

後
に
「
神
代
巻
三
重
」
が
講
義
さ
れ
て
い
る
の
か
、
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

　

宝
暦
三
年
四
月
二
一
日
か
ら
「
講
神
宮
書
」
が
、
五
月
二
〇
日
ま
で
五
回
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
は
『
春
秋
』
の
講
義
が
続
き
、「
例
講
」
と
記
す
だ
け
で
垂
加
神

道
関
係
の
講
義
を
確
認
で
き
な
い
う
え
、
竹
内
式
部
の
講
義
自
体
の
記
事
が
、
宝
暦

五
年
一
一
月
一
〇
日
で
最
後
に
な
っ
て
い
る
。同
六
年
以
降
の
日
記
は
記
事
が
粗
く
、

同
七
年
以
降
は
「
備
忘
略
記
」
と
な
り
式
部
の
動
向
は
不
詳
で
あ
る
。

　

公
城
の
手
に
な
る
「
神
代
巻
講
義
筆
記　

全
」
の
奥
書
に
、「
宝
暦
甲
戌
（
四
年
）

之
春
、
表
章
師
授
之
大
略
書
講
義
一
篇
、
反
復
考
訂
、
六
年
丙
子
之
春
漸
繕
写
一
成
、

以
欲
請
師
翁
之
批
教
而
再
覧
、
則
不
安
亦
多
更
蔵
之
、
以
俟
異
日
之
大
成
□　

春
三

月
朔
日　

権
中
納
言
公
城
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
公
城
は
竹
内
式
部
の
「
神
代
巻
」

の
講
義
筆
記
を
宝
暦
四
年
春
か
ら
繰
り
返
し
校
訂
し
、
同
六
年
春
に
や
っ
と
一
書
に

な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
公
城
は
、
宝
暦
四
年
春
か
ら
同
六
年
春
ま
で
の
二

年
を
費
や
し
て
「
神
代
巻
講
義
筆
記
」
を
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

桃
園
天
皇
へ
の
『
日
本
書
紀
』
進
講
が
宝
暦
七
年
六
月
に
始
ま
り
、
こ
れ
を
止
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
関
白
ら
の
動
き
も
活
発
化
し
た
。
関
白
ら
は
、
公
城
が
天
皇
御
前

の
事
柄
を
竹
内
式
部
に
漏
ら
し
た
と
嫌
疑
を
か
け
、
同
年
八
月
一
六
日
に
公
城
に
回

答
を
求
め
た
（「
内
前
公
記
」）。
公
城
は
返
答
の
な
か
で
漏
洩
を
否
定
し
、「
尤
今
度

公
城
等
被
召
て
被
聞
召
候
に
付
、
此
道
兼
而
よ
り
学
承
候
義
に
は
候
へ
と
も
、
そ
忽

等
有
之
候
て
は
如
何
と
存
、
竹
内
式
部
を
召
寄
、
再
度
吟
味
錬
磨
い
た
し
、
其
上
致

言
上
候
事
に
候
処
、
件
式
部
格
別
再
三
吟
味
校
交
い
た
し
候
に
付
、
如
何
な
る
こ
と

あ
り
て
か
や
う
に
は
致
吟
味
候
哉
不
審
い
た
し
候
に
付
、
少
々
子
細
あ
り
て
致
吟
味

事
也
、
其
子
細
は
申
聞
間
敷
と
ま
て
申
候
キ
、
其
子
細
詳
に
不
申
候
に
付
、
却
而
式

部
方
に
は
御
用
之
子
細
と
推
察
仕
候
事
と
存
候
」（「
公
城
卿
記
」）と
説
明
し
て
い
る
。

公
城
は
、
天
皇
へ
の
進
講
に
あ
た
り
、
粗
忽
な
こ
と
が
な
い
よ
う
再
三
に
わ
た
っ
て

式
部
を
招
い
て
確
認
や
教
示
を
得
た
と
い
う
。
日
記
に
式
部
が
徳
大
寺
邸
に
や
っ
て

き
て
い
る
記
事
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
訪
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
式
部
は
、
宝
暦
二
年
八
月
一
五
日
の
奥
秘
伝
授
後
も
、
ま
た
同
六
年
以
降
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
由
か
ら
徳
大
寺
邸
を
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

３　

公
城
の
垂
加
神
道
著
作
書
写

　

公
城
は
、
竹
内
式
部
か
ら
神
学
講
義
を
受
け
る
と
と
も
に
、
垂
加
神
道
に
関
わ
る

多
く
の
著
作
を
借
り
て
筆
写
し
て
い
る
。【
表
３
】
に
、
書
写
年
と
書
名
お
よ
び
奥

書
を
掲
げ
て
お
こ
う（
す
べ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
特
殊
蒐
書
徳
大
寺
家
史
料
）。

　

延
享
三
年
八
月
か
ら
一
〇
月
に
書
写
し
た
１
～
５
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
成

立
し
た
伊
勢
神
道
の
代
表
的
な
教
典
「
神
道
五
部
書
」
で
あ
る
。
ま
た
、
８
～
12
、

15
～
17
、
19
～
28
の
一
八
冊
は
橘
家
神
道
の
書
物
で
、
山
崎
闇
斎
の
正
統
を
つ
ぐ
正

親
町
公
通
の
門
人
玉
木
正
英
が
、
京
都
梅
宮
の
神
官
橘
氏
に
伝
わ
る
神
道
（
橘
家
神

道
）
を
学
び
、
整
理
、
大
成
し
た
も
の
と
い
う
。
玉
木
が
、
神
社
界
へ
垂
加
神
道
普

及
の
た
め
行
事
・
祭
式
・
祈
祷
な
ど
の
神
道
行
事
を
持
と
う
と
し
、
27
『
橘
家
神
軍

之
伝
』
の
よ
う
に
兵
家
神
道
に
よ
り
武
家
社
会
と
の
適
合
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と

さ
れ
る
。

　

６
『
諸
伝
』
三
冊
の
内
容
は
、
一
が
日
本
紀
神
代
巻
初
重
伝
、
二
が
日
本
紀
神
代

巻
二
重
伝
、
三
が
日
本
紀
神
代
巻
三
重
伝
と
日
本
紀
神
武
巻
・
神
宮
書
・
中
臣
祓
之

伝
、
お
よ
び
十
種
神
宝
祈
祷
之
伝
か
ら
雷
除
守
之
伝
ま
で
の
諸
伝
か
ら
な
る
。
初
重

か
ら
二
重
、
三
重
と
進
む
垂
加
神
道
学
習
の
三
階
梯
を
理
解
で
き
る
。
こ
の
後
、
三

種
神
宝
極
秘
伝
と
神
籬
磐
境
極
秘
伝
な
ど
の
伝
授
に
よ
り
神
学
許
可
と
な
る
。
７
は

玉
木
正
英
に
よ
る
中
臣
祓
の
注
釈
、
13
は
正
親
町
公
通
の
編
著
書
で
、
天
照
大
神
を

（
17
）（

18
）

（
19
）



東京大学史料編纂所研究紀要　第30号　2020年３月　（　 ）50

【表３　公城書写垂加神道関連書物】

書写年 書　　　名 奥　　　　　　　　　　　書
1 延享3/ 8/30 鎮座本紀 右以竹内敬持之本令書写畢
2 3/ 9/10 鎮座伝記 右以竹内敬持之本令書写了 
3 3/ 9/16 鎮座次第記 右以竹内敬持之本令書写畢
4 3/ 9/23 宝基本紀 右以竹内敬持之本令書写了
5 3/10/10 倭姫命世記 右以竹内敬持之本令書写畢
6 寛延1/ 4/11 諸伝　 右諸伝之口伝者垂加霊社之正伝ニ而予自竹内敬持令伝授もの

也
7 2/12/11 （風水草）管規 請求竹内敬持書写畢
8 3/ 7/13 橘家祖神祭 権中納言藤原公城謹書写
9 3/ 9/26 橘家星祭之式 享保十一年五月正木正英謹書、権中納言藤原朝臣公城謹書
10 4/ 2/ 8 橘家鎮魂祭之秘巻 権中納言藤原公城謹書写之
11 4/ 4/ 2 橘家鳴弦巻 右橘家之正伝正英嘗得之以貞而伝敬持、一日敬持投与之予仍

謹写之、又口伝書一巻別写之
12 4/ 5/12 橘家蟇目秘伝之事 抑蟇目鳴弦橘家之所伝之秘巻口伝書今亦敬持伝之公城、故悉

謹書写之、鳴弦巻并口伝書及蟇目口伝書数巻別写之
13 4/ 6/14 無窮記 這一巻者故従一位公通卿之撰也、実為正統之亀鑑、今以羞斎

翁之本令書写了、其百十九今上及延享已下数字者予書続之
14 4/ 6/25 自従抄　完 右自従抄一巻竹内敬持授与之予、仍謹書写畢
15 4/ 7/13 橘家地鎮祭法式 権中納言従三位藤原朝臣公城謹書之
16 4/ 7/21 橘家山材祭式 享保十一年五月玉木正英謹書権中納言従三位藤原朝臣公城謹

書
17 4/ 7/27 橘家鎮疫祭之法 権中納言従三位藤原朝臣公城謹書写
18 4/ 8/ 3 原根録 天児屋命五十五伝垂加霊社正伝　従一位権大納言公通卿直授

相承　玉木正英謹書判　此一巻五十鰭翁正英伝竹内羞斎翁敬
持、翁又投与予、今謹揮禿毫者也、権中納言公城

19 4/ 8/12 橘家神体勧請之巻 権中納言従三位藤原朝臣公城謹書写之
20 4/ 8/16 蟇目口伝秘巻　 自竹内羞斎之所伝而謹令書写畢
21 4/ 9/ 3 橘家星祭之式 玉木正英謹書　権中納言従三位藤原朝臣公城謹書
22 4/ 9/ 3 橘家宇賀祭之式
23 4/ 9/22 橘家玉方陣 権中納言従三位藤原朝臣公城謹書
24 4/10/ 6 橘家五行祭之式 享保十一年九月九日玉木正英謹書在別 権中納言公城謹書
25 4/10/ 8 丹魂祭之法 権中納言公城謹書写
26 4/12/ 1 橘家祈祷加持之秘巻 享保十六年四月二十二日　寂隠斎玉木正英謹書　自竹内敬持

伝来　権中納言公城写之
27 宝暦2/ 5/30 橘家神軍之伝 右三巻葦斎翁伝跡竹内羞斎翁「敬持」、翁令亦伝之了、仍謹

写了　権中納言公城謹書
28 2/ 8/11 橘家鎮火祭式　 元文元年十二月五日書写之　権中納言従三位藤原公城謹写
29 3/ 4/14 中臣祓風水草 右風水草上中下三策十巻、依羞斎翁之投与而令書写了,権中納

言藤原公城
30 宝暦8/ 1/ 6 羞斎翁事君弁 正月六日の夜ともし火をかゝけて公城謹書
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初
代
人
皇
と
し
、
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

14
『
自
従
抄
』
は
、
下
鴨
社
の
神
職
梨
木
祐
之
の
奥
書
に
よ
る
と
、
山
崎
闇
斎
が

「
旧
事
紀
玄
義
」
か
ら
抜
粋
し
、
正
親
町
公
通
が
『
自
従
抄
』
の
書
名
を
つ
け
た
と

い
う
（「
垂
加
翁
抄
出
旧
事
紀
玄
義
以
為
一
冊
焉
、
守
初
斎
亜
槐
題
之
自
従
抄
矣　

鴨
桂
斎
祐
之
謹
書
」）。「
試
以
三
種
宜
論
十
種
」
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
十
種
神
宝

の
図
を
載
せ
る
。
29
『
中
臣
祓
風
水
草
』
は
、
山
崎
闇
斎
が
垂
加
神
道
の
集
大
成
と

し
て
完
成
さ
せ
た
も
っ
と
も
重
要
な
書
物
の
一
つ
で
あ
る
。
30
は
、
竹
内
式
部
唯
一

の
著
作
『
奉
公
心
得
書
』
の
異
本
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

　

公
城
は
式
部
か
ら
垂
加
神
道
講
釈
を
受
け
る
と
と
も
に
、
伊
勢
神
道
五
部
書
、
橘

家
神
道
書
、『
諸
伝
』、『
無
窮
記
』、『
自
従
抄
』、『
中
臣
祓
風
水
草
』な
ど
を
書
写
し
、

神
学
学
習
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

４　

竹
内
式
部
の
垂
加
神
道
伝
授

　

垂
加
神
道
の
伝
授
は
、「
三
種
神
宝
極
秘
之
伝
」
と
「
神
籬
磐
境
極
秘
之
伝
」
の

口
授
に
よ
り
終
わ
る
。
竹
内
式
部
が
供
述
で
「
神
学
許
可
仕
候
」
と
い
う
の
は
、「
極

秘
之
伝
」
の
口
授
の
こ
と
で
あ
る
。
公
城
は
、
式
部
に
入
門
か
ら
約
六
年
半
を
経
た

宝
暦
二
年
八
月
一
五
日
に
垂
加
神
道
の
奥
秘
を
伝
授
さ
れ
た
。
八
月
九
日
の
日
記
に

「
来
十
五
日
神
籬
許
可
伝
授
に
付
、
自
今
晩
至
十
五
日
七
ケ
日
構
潔
斎
、
無
鎮
縄
門

札
」
と
記
す
よ
う
に
、
伝
授
に
備
え
七
日
間
の
潔
斎
に
入
っ
た
。
伝
授
に
つ
い
て
、

八
月
一
五
日
の
日
記
に
「
今
日
三
種
神
宝
・
神
籬
磐
境
等
之
伝
口
授
相
承
也
、
師
竹

内
式
部
敬
持
也
」
と
、
師
式
部
か
ら
の
「
三
種
神
宝
之
伝
」「
神
籬
磐
境
之
伝
」
の

口
授
だ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

　

伝
授
当
日
の
様
子
を
「
自
先
々
此
伝
之
時
証
人
と
て
今
一
人
同
聞
事
也
、
今
度
敬

持
門
人
之
内
無
可
然
之
人
処
、
鈴
木
新
平
と
云
者
あ
り
、
同
敬
持
之
門
人
也
、
此
新

平
来
也
、
然
に
此
者
柳
原
亜
相
（
光
綱
）
之
青
侍
也
、
仍
予
不
能
面
会
故
、
次
之
間

ニ
令
居
了
、
今
日
予
着
衣
冠
指
貫
了
、
敬
持
令
着
布
衣
」
と
記
し
て
い
る
。
伝
授
に

は
、
門
人
一
人
が
「
証
人
」
と
し
て
同
席
し
師
の
口
授
を
聴
く
こ
と
を
必
要
と
し
た

が
、
適
当
な
門
人
が
い
な
い
の
で
武
家
伝
奏
柳
原
光
綱
の
青
侍
で
門
人
の
鈴
木
新
平

が
勤
め
た
。
し
か
し
、
身
分
の
問
題
か
ら
か
公
城
は
面
会
で
き
な
い
の
で
、
新
平
は

次
の
間
で
聴
聞
し
た
と
い
う
。装
束
は
、公
城
が
衣
冠
指
貫
、竹
内
式
部
が
布
衣
だ
っ

た
。

　

公
城
は
、奥
秘
伝
授
に
つ
い
て
の
理
解
な
ど
を
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

抑
此
伝
者
、
神
籬
也
、
神
道
国
学
之
許
可
也
、
其
詳
在
于
伝
授
之
巻
故
不
書
之
、

大
抵
教
示
我　

国
臣
下
之
道
也
、
為
人
臣
者
不
可
不
講
之
道
而
、
非
此
心
法
則

非
人
臣
矣
、
貴
戚
縉
紳
之
輩
可
深
講
而
篤
信
之
事
、
而
官
家
拝
趨
之
士
大
夫
世

臣
棟
梁
之
諸
公
、
中
古
以
来
無
一
人
而
言
之
、
遂
為
神
官
輩
之
言
纔
存
於
ト
氏

之
徒
、
彼
亦
釈
老
附
会
而
大
失
於
往
昔
之
神
教
、
幸
近
古
有
垂
加
翁
者
、
得
此

伝
于
吉
川
惟
足
者
、
彼
惟
足
則
ト
氏
兼
従
之
流
也
、
因
是
垂
加
翁
深
思
遠
慮
而
、

続
千
載
不
伝
之
緒
而
我
道
興
復
于
茲
、
仍
自
彼
翁
直
授
相
承
、
其
間
公
通
卿
、

正
英
、
而
我
師
敬
持
也
、
其
系
図
有
伝
巻
之
末
、
嗚
呼
公
城
、
以
孤
陋
疎
賤
之

質
、
弱
冠
嘗
従
於
敬
持
之
門
、
今
已
数
年
與
聞
、
此
伝
幸
甚
、
感
恐
感
喜
不
可

勝
言
、
子
孫
之
者
亦
求
此
意
而
、
自
励
而
勿
怠
矣
、
公
城
亦
可
深
謹
可
深
勉
也
、

　

伝
授
は
「
神
籬
」
で
神
学
許
可
で
あ
る
、
詳
細
は
「
伝
授
之
巻
」
に
記
し
日
記
に

書
か
な
い
が
、
伝
授
の
大
凡
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
臣
下
の
道
を
教
示
す
る
も
の
で
、

人
臣
は
必
ず
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
「
心
法
」
で
な
け
れ
ば
人
臣
で
は
な
い
、
中

古
以
来
、
高
貴
の
公
家
以
下
誰
ひ
と
り
と
し
て
そ
れ
を
言
う
者
が
な
く
、
わ
ず
か
に

卜
部
（
吉
田
）
家
に
残
っ
た
が
仏
教
と
習
合
し
、
昔
の
「
神
教
」
の
面
目
を
大
い
に

失
っ
た
、
幸
い
少
し
前
に
山
崎
闇
斎
が
吉
川
惟
足
か
ら
伝
え
ら
れ
た
が
、
惟
足
は
卜

部
兼
従
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
の
で
闇
斎
が
新
た
に
復
興
さ
せ
、
正
親
町
公
通
、
玉

木
正
英
、
そ
し
て
竹
内
式
部
へ
伝
授
さ
れ
た
、
公
城
は
不
才
だ
が
、
若
い
時
に
式
部

に
入
門
し
長
年
に
わ
た
り
講
釈
を
聞
い
て
伝
授
さ
れ
感
激
の
至
り
で
あ
る
、
子
孫
は

よ
く
理
解
し
励
み
怠
る
な
、私
も
ま
た
深
く
慎
み
深
く
努
力
す
る
、と
い
う
。「
神
籬
」

は
天
皇
の
臣
下
と
し
て
の
道
を
説
く
も
の
、
と
い
う
垂
加
神
道
の
神
髄
を
語
る
。

（
20
）

（
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）

（
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）
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三　
「
垂
加
党
」
の
形
成
過
程

　

入
門
年
次
や
絶
門
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
表
４
に
掲
げ
た
。

　
【
表
４
】
か
ら
、
①
公
城
が
も
っ
と
も
早
い
門
人
、
②
堂
上
公
家
の
門
人
は
宝
暦

二
年
か
ら
増
え
始
め
、
宝
暦
五
、
六
年
に
急
増
、
③
絶
門
は
宝
暦
五
年
か
ら
始
ま
り

八
年
に
最
多
、
④
神
学
許
可
の
堂
上
公
家
は
四
人
、
⑤
永
蟄
居
の
処
罰
は
神
学
許
可

者
全
員
と
宝
暦
五
年
以
前
入
門
者
、
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。

１　
「
垂
加
党
」
の
組
織
化

　

次
に
、「
結
党
」「
徒
党
」「
吾
党
」
と
称
し
、
称
さ
れ
た
「
垂
加
党
」
の
組
織
化

を
お
っ
て
み
よ
う
。「
公
城
卿
記
」
の
記
事
を
見
て
い
て
気
づ
く
の
は
、
宝
暦
元
年
、

特
に
同
二
年
以
降
、
公
城
と
他
公
家
と
の
往
来
、
交
際
の
広
が
り
で
あ
る
。
永
蟄
居

処
分
を
受
け
た
坊
城
俊
逸
、
西
洞
院
時
名
、
中
院
通
維
、
勘
解
由
小
路
資
望
、
高
野

隆
古
、
正
親
町
三
条
公
積
、
烏
丸
光
胤
ら
が
、「
垂
加
党
」
の
中
心
人
物
と
想
定
で

き
る
。
宝
暦
六
年
に
竹
内
式
部
に
入
門
し
た
日
野
資
枝
は
、
同
八
年
七
月
一
二
日
、

西
洞
院
が「
張
本
」で
烏
丸
・
正
親
町
三
条
・
徳
大
寺
・
坊
城
・
高
野
・
中
院
は「
張

本
之
中
間
」
と
い
う
「
垂
加
党
」
情
報
を
関
白
に
伝
え
て
い
る
（「
内
前
公
記
」）。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
同
六
年
に
死
去
し
た
久
我
敏
通
、
お
よ
び
厳
罰
を
受
け

た
今
出
川
公
言
と
の
往
来
を
日
記
か
ら
み
て
み
よ
う
。
な
お
彼
ら
は
近
習
が
多
い
の

で
、
禁
裏
御
所
に
お
け
る
小
番
で
の
接
触
は
日
常
的
だ
っ
た
ろ
う
。

　

①
久
我
敏
通　

久
我
家
と
徳
大
寺
家
は
、今
出
川
通
り
を
挟
ん
で
相
対
し
て
い
る
。

同
じ
清
華
家
だ
が
、
徳
大
寺
家
四
一
〇
石
に
対
し
て
久
我
家
七
〇
〇
石
、
公
城
二
〇

歳
、
敏
通
（
初
め
俊
通
）
一
四
歳
の
寛
延
元
年
二
月
一
日
同
日
に
従
三
位
、
権
中
納

言
昇
進
は
公
城
寛
延
三
年
正
月
一
〇
日
、
敏
通
同
年
一
二
月
一
四
日
だ
が
敏
通
が
上

座
（
臈
）
と
さ
れ
、
大
納
言
昇
進
は
敏
通
宝
暦
三
年
三
月
四
日
、
公
城
宝
暦
四
年
正

月
二
六
日
、
年
齢
の
若
い
敏
通
が
公
城
を
や
や
上
ま
わ
っ
て
昇
進
し
て
い
る
。

　

宝
暦
二
年
六
月
五
日
の
条
に
、「
申
刻
久
我
黄
門（
敏
通
）亭
行
向
、辰
刻
前
帰
家
、

彼
黄
門
雖
若
年
（
一
八
歳
）
有
志
之
人
也
、
嘗
去
春
披
拓
赤
心
被
投
于
予
、
予
亦
尽

兼
信
述
誦
偏
見
□
為
親
友
之
懐
、
尤
異
日
所
成
之
□
力
所
望
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

敏
通
が
宝
暦
二
年
春
に
心
奥
を
開
き
、
公
城
に
一
身
を
投
じ
て
親
し
い
友
に
な
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
以
前
、
官
位
昇
進
の
祝
意
な
ど
の
往
来
が
記
さ
れ
て
い
た
程
度
が
、

宝
暦
二
年
に
な
る
と
、二
月
に
二
回
、三
月
に
一
回
往
来
が
あ
り
、同
月
一
〇
日
に
は
、

敏
通
の
求
め
に
よ
り
『
三
代
実
録
』
一
巻
を
貸
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
往
来
は
頻
繁

に
な
り
、
四
月
に
一
回
、
五
月
に
二
回
、
六
月
に
二
回
、
七
月
、
八
月
、
九
月
は
各

四
回
、
一
〇
月
に
二
回
、
一
一
月
に
一
回
、
一
二
月
に
三
回
を
確
認
で
き
る
。
公
城

が
宝
暦
二
年
六
月
五
日
条
に
書
い
た
よ
う
に
、
敏
通
は
も
っ
と
も
固
い
同
志
だ
っ
た

ら
し
い
。
こ
れ
以
後
も
頻
繁
な
往
来
が
続
く
が
、
宝
暦
六
年
二
月
に
死
亡
し
た
。

　

②
今
出
川
公
言　

徳
大
寺
家
と
同
じ
清
華
家
で
一
三
五
五
石
、
屋
敷
は
中
立
売
門

（
23
）

【表４　竹内式部入門年次表】

神儒共 素読等 絶門 永蟄居 除近習

延享３  1 1

　　４  1

寛延３  1 1

宝暦１  1  1 1

　　２  3  3 1

　　３  2  1 1

　　４  4  1 1 2

　　５  7  3  3 2 1

　　６  9  6  5

　　７  4

　　８  2  6

合　計 28 17 19 8 3

注① 【表４】は【表１】を入門年に加工。②神儒共は
神学・儒学ともに指南。③素読等は素読、儒学、
神学のいずれかを指南。④絶門は門人を止めること。
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か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
っ
た
。
今
出
川
誠
季
が
延
享
三
年
に
亡
く
な
り
、
公
言
が
九
歳

で
跡
を
継
い
だ
。
宝
暦
元
年
五
月
二
七
日
に
一
四
歳
で
元
服
、
公
城
は
「
着
座
」
を

勤
め
た
。
同
年
八
月
一
七
日
を
初
見
に
往
来
が
日
記
に
み
え
、
九
月
は
二
回
、
一
〇

月
と
一
二
月
は
一
回
、
宝
暦
二
年
に
入
る
と
、
二
月
と
三
月
に
各
一
回
、
四
月
は
三

回
、
五
月
と
六
月
は
各
二
回
、
七
月
に
一
回
、
八
月
は
二
回
、
九
月
は
六
回
、
一
〇

月
は
四
回
、
一
一
月
は
二
回
、
一
二
月
は
一
回
の
往
来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦

三
年
以
降
は
、
よ
り
頻
繁
に
往
来
し
て
い
る
。

　

公
言
の
日
記
「
公
言
卿
記
」
宝
暦
六
年
正
月
九
日
条
に
、「
稽
古
初
に
付
、
香
川
木

工
・
竹
内
式
部
・
岡
本
内
記
来
」
と
記
さ
れ
、
竹
内
式
部
が
今
出
川
邸
に
来
て
講
釈

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
和
歌
の
師
は
、
公
城
と
同
じ
香
川
景
平
だ
っ
た
。
儒
学
の
み

の
指
南
と
は
い
え
入
門
が
早
く
、
か
つ
公
城
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
た
め
か
、
宝
暦

八
年
七
月
二
四
日
に
「
遠
慮
」
の
処
分
を
受
け
た
。
翌
二
五
日
に
前
関
白
一
条
道
香

の
内
命
に
よ
り
権
中
納
言
を
辞
職
（
同
前
）、
さ
ら
に
同
一
〇
年
七
月
、
二
三
歳
の

若
さ
で
公
城
ら
と
同
じ
く
落
飾
を
命
じ
ら
れ
、
西
園
寺
家
か
ら
実
種
を
養
子
に
迎
え

て
家
督
相
続
さ
せ
て
い
る
。「
遠
慮
」
も
厳
罰
だ
っ
た
。

　

③
西
洞
院
時
名　

寛
延
二
年
七
月
二
七
日
に
「
平
少
納
言
・
予
等
周
礼
読
合
」
と

あ
る
公
城
と
『
周
礼
』
の
読
合
せ
を
し
て
い
る
記
事
を
初
見
に
、
一
〇
月
一
七
日
「
令

義
解
一
冊
返
呈
了
」、
一
〇
月
三
〇
日
「
江
次
第
一
冊
借
用
」、
同
三
年
五
月
二
日
「
礼

記
注
疏
二
巻
借
進
」、
五
月
二
六
日
「
江
次
第
一
冊
返
納
、
又
一
冊
借
用
」、
八
月
二

六
日
「
江
次
第
六
返
納
、
又
三
借
用
」、
一
〇
月
二
六
日
「
江
次
返
納
、
又
七
借
用
」

と
『
江
家
次
第
』
の
貸
借
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

宝
暦
二
年
は
一
〇
月
と
一
一
月
に
各
一
回
、
同
三
年
は
一
月
と
四
月
に
各
一
回
、

同
四
年
は
四
月
、
九
月
、
一
〇
月
に
各
一
回
、
同
五
年
は
三
月
に
一
回
、
四
月
と
五

月
に
各
二
回
、
六
月
は
三
回
、
七
月
、
八
月
、
九
月
が
各
一
回
、
一
〇
月
に
二
回
の

往
来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

④
中
院
通
維　

宝
暦
四
年
六
月
一
八
日
に
初
め
て
日
記
に
あ
ら
わ
れ
、
一
一
月
に

一
回
、
同
五
年
は
一
月
に
一
回
、
二
月
と
三
月
に
各
三
回
、
四
月
と
五
月
に
各
二
回
、

六
月
は
五
回
、
七
月
は
二
回
、
八
月
は
四
回
、
九
月
に
二
回
、
一
〇
月
は
三
回
、
一

一
月
に
一
回
と
頻
繁
な
往
来
の
記
事
が
あ
る
。

　

⑤
勘
解
由
小
路
資
望　

宝
暦
二
年
一
二
月
一
四
日
の
「
醍
醐
・
勘
解
由
小
路
弁
・

今
出
川
等
行
向
」
の
記
事
を
初
見
と
し
て
、
同
五
年
六
月
と
八
月
に
各
二
回
、
一
〇

月
と
一
一
月
に
各
一
回
の
往
来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

⑥
高
野
隆
古　

宝
暦
三
年
六
月
一
七
日
「
今
日
高
野
少
将
依
所
望
鞍
借
呈
」
と
鞍

を
貸
す
記
事
を
初
見
に
、
同
四
年
三
月
八
日
「
高
野
少
将
入
来
」
か
ら
往
来
の
記
事

が
始
ま
り
、
同
五
年
に
は
、
五
月
と
六
月
に
各
一
回
、
七
月
に
一
回
、
八
月
に
二
回
、

九
月
と
一
〇
月
に
各
一
回
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

⑦
正
親
町
公
積　

宝
暦
三
年
五
月
一
八
日
「
帥
中
納
言
入
来
」
の
記
事
を
初
見
と

し
て
、
同
五
年
六
月
四
日
、
二
〇
日
、
九
月
二
六
日
に
往
来
の
記
事
が
み
え
る
。

　

⑧
烏
丸
光
胤
は
、
宝
暦
五
年
九
月
六
日
と
一
一
日
の
往
来
の
記
録
だ
け
で
あ
る
。

２　

勉
強
会
（
講
読
会
）
の
開
催

　

公
城
と
個
々
の
公
家
と
の
往
来
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
宝
暦
四
年
一
二
月
か
ら
数

人
に
よ
る
「
講
読
之
義
」、
す
な
わ
ち
勉
強
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
複
数

の
公
家
が
徳
大
寺
邸
を
訪
れ
る
こ
と
は
以
前
に
も
あ
る
が
、
一
二
月
六
日
の
「
源
大

納
言
（
久
我
敏
通
）・
清
少
納
言
（
伏
原
宣
条
）
入
来
、
有
講
読
之
義
」
の
よ
う
な

勉
強
会
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
同
年
一
二
月
二
六
日
に
も
、「
源
大
納
言
・
新
三

位
中
将
（
今
出
川
公
言
）・
清
少
納
言
・
平
少
納
言
（
西
洞
院
時
名
）
入
来
、
有
講

読
之
義
」
の
記
事
が
あ
る
。

　

宝
暦
五
年
に
入
る
と
徳
大
寺
邸
だ
け
で
な
く
、
同
年
一
月
四
日
に
「
午
刻
久
我
亭

へ
行
向
、
亥
刻
帰
家
、
有
講
読
之
事
」
と
記
す
よ
う
に
久
我
敏
通
邸
で
も
開
か
れ
て

い
る
。
だ
が
、
久
我
邸
の
出
席
者
は
名
を
記
さ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
以
下
に
、

宝
暦
五
年
の
勉
強
会
の
開
催
日
と
出
席
者
名
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
　

一
月
一
一
日
―
久
我
敏
通
・
今
出
川
公
言
・
伏
原
宣
条
・
中
院
通
維

（
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二
月
二
一
日
―
久
我
・
高
野
隆
古
・
西
洞
院
時
名

　
　

二
月
二
六
日
―
久
我
邸

　
　

三
月　

六
日
―
久
我
・
伏
原
・
日
野
資
枝

　
　

四
月　

六
日
―
久
我
・
高
野
・
伏
原
・
西
洞
院
・
日
野
・
中
院

　
　

四
月
一
六
日
―
久
我
邸

　
　

五
月　

一
日
―
久
我
・
高
野
・
西
洞
院
・
勘
解
由
小
路
資
望
・
中
院

　
　

五
月
二
六
日
―
久
我
・
伏
原
・
勘
解
由
小
路
・
中
院

　
　

六
月
一
六
日
―
久
我
・
高
野
・
伏
原
・
勘
解
由
小
路
・
中
院

　
　

六
月
二
六
日
―
久
我
邸

　
　

七
月　

六
日
―
久
我
・
高
野
・
伏
原
・
西
洞
院
・
勘
解
由
小
路
・
中
院

　
　

七
月
二
一
日
―
久
我
邸

　
　

七
月
二
六
日
―
久
我
・
高
野
・
西
洞
院
・
勘
解
由
小
路
・
中
院

　
　

八
月
一
一
日
―
久
我
邸

　
　

九
月　

一
日
― 

久
我
・
今
出
川
・
高
野
・
伏
原
・
岡
崎
国
栄
・
勘
解
由
小
路
・

中
院

　
　

九
月　

六
日
―
久
我
邸

　
　

九
月
一
一
日
―
久
我
・
伏
原
・
中
院

　
　

九
月
二
四
日
―
久
我
・
伏
原
・
中
院

　
　

九
月
二
六
日
―
久
我
邸

　

一
〇
月　

一
日
―
久
我
・
伏
原
・
勘
解
由
小
路

　

一
〇
月　

六
日
―
久
我
邸

　

一
〇
月
二
〇
日
―
今
出
川
・
町
尻
兼
望

　

一
〇
月
二
一
日
―
久
我
邸

　

一
〇
月
二
四
日
―
今
出
川
・
西
大
路
隆
共
・
桜
井
氏
福
・
町
尻
説
望

　

一
〇
月
二
九
日
―
西
大
路
・
桜
井
・
町
尻

　

一
一
月　

九
日
―
桜
井
・
町
尻

　

一
一
月
一
四
日
―
桜
井
・
町
尻

　

月
に
二
、
三
回
、
一
と
六
の
つ
く
日
に
徳
大
寺
邸
、
月
に
一
、
二
回
ほ
ど
久
我
邸

で
開
か
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
久
我
敏
通
を
筆
頭
に
、
永
蟄
居
の
処
罰
を
う
け
る

西
洞
院
時
名
、
勘
解
由
小
路
資
望
、
高
野
隆
古
、
中
院
通
維
、
お
よ
び
今
出
川
公
言

ら
が
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
年
の
後
半
か
ら
は
、
近
習
罷
免
と
遠
慮
の
処
分
を
受

け
る
西
大
路
隆
共
、
町
尻
説
望
ら
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　

一
二
月
に
な
る
と
一
日「
愚
亭
例
会
、講
大
学
或
問
、今
日
終
其
功
」、一
一
日「
敏

通
卿
以
下
数
友
集
会
于
私
亭
、
始
講
唐
鑑
」、
二
二
日
「
講
唐
鑑
」、
翌
宝
暦
六
年
一

月
一
一
日
「
数
輩
集
会
于
久
我
亭
、
有
輪
講
始
之
事
」
と
記
事
が
粗
く
な
る
。
し
か

し
、『
大
学
或
問
』『
唐
鑑
』
と
書
目
が
記
さ
れ
、「
例
会
」「
数
友
」
な
ど
の
表
現
か

ら
、
定
例
的
に
親
し
い
友
が
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
日
記
に
記
事
は
な
い
が
、
以
後
も
徳
大
寺
邸
で
の
勉
強
会
は
続
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　

武
家
伝
奏
広
橋
兼
胤
は
、
宝
暦
七
年
正
月
二
二
日
に
関
白
近
衛
内
前
か
ら
、「
式

部
宅
狭
小
之
所
江
会
集
人
々
多
被
立
入
候
儀
如
何
之
段
」
を
議
奏
正
親
町
三
条
公
積

に
伝
え
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
竹
内
式
部
宅
に
多
人
数
の
公
家
が
集
ま
り
、
講
義
を

受
け
た
り
勉
強
会
を
開
い
た
り
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
「
公
城
卿
記
」
の
記
事
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
宝
暦
八
年
七
月
一
八
日
に
関
白
が

天
皇
に
差
し
出
し
た
覚
書
に
よ
る
と
、
垂
加
神
道
伝
播
の
経
緯
は
、
竹
内
式
部
が
公

城
に
伝
授
し
、
公
城
が
久
我
、
西
洞
院
ら
へ
こ
れ
を
勧
め
、
両
名
か
ら
他
公
家
に
広

ま
っ
た
と
い
う
（「
内
前
公
記
」）。

　

な
お
、
宝
暦
五
年
三
月
二
〇
日
に
「
上
賀
茂
へ
遊
行
、
源
亜
相
・
中
院
侍
従
同
伴
」、

九
月
一
四
日
に
「
久
我
・
高
野
・
西
洞
院
・
中
院
等
同
伴
、
御
蔭
遊
行
」（「
公
城
卿

記
」）
の
よ
う
に
、
公
城
は
、
久
我
、
中
院
、
高
野
、
西
洞
院
ら
と
上
賀
茂
、
御
蔭

へ
行
楽
に
出
か
け
て
い
る
。こ
れ
ら
も
、同
志
的
な
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徳
大
寺
邸
や
久
我
邸
で
勉
強
会
を
頻
繁
に
開
い
て
門
人
公
家
が
集

（
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ま
り
、
竹
内
式
部
宅
に
も
同
様
に
集
ま
り
、
時
に
は
行
楽
に
も
出
か
け
る
な
ど
門
人

公
家
の
集
団
的
な
行
動
は
、
宝
暦
七
年
七
月
二
二
日
に
関
白
近
衛
内
前
が
前
関
白
一

条
道
香
に
し
た
質
問
に
、「
去
年
何
か
風
説
有
之
節
、門
弟
中
党
を
結
候
由
御
噂
候（
中

略
）
扨
党
を
結
候
と
は
如
何
様
之
事
ニ
而
候
哉
」（「
内
前
公
記
」）
と
あ
る
よ
う
に
、

宝
暦
六
年
頃
か
ら
党
派
的
な
行
動
が
噂
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

　

徳
大
寺
公
城
は
清
華
家
当
主
と
し
て
儒
学
、
和
歌
、
音
楽
な
ど
諸
芸
能
を
身
に
つ

け
、
禁
裏
和
歌
会
、
禁
裏
御
楽
会
の
人
数
に
も
加
え
ら
れ
て
朝
廷
・
公
家
社
会
の
教

養
あ
る
堂
上
公
家
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
竹
内
式
部
か
ら
垂
加
神

道
を
学
び
受
容
し
、
奥
秘
を
伝
授
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
第
一
級
の
公
家
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
垂
加
神
道
の
影
響
力
を
周
辺
の
堂
上
公
家
、
と
く
に
近
習
の
公
家

た
ち
に
及
ぼ
し
、
つ
い
に
は
「
垂
加
党
」
と
も
い
う
べ
き
党
派
の
形
成
に
ま
で
発
展

し
た
。
し
か
も
そ
の
党
派
は
、
桃
園
天
皇
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。
党
派
的
な
集
団

形
成
と
そ
の
行
動
は
、
公
家
が
禁
裏
小
番
を
怠
け
る
、
放
埒
な
行
動
を
と
る
な
ど
と

は
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
摂
家
を
頂
点
と
し
た
朝
廷
・
公
家
社
会
の
秩
序

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
関
白
を
中
心
に
摂
家
た
ち
が
、
前
例

に
な
い
大
量
の
厳
罰
を
加
え
て
「
垂
加
党
」
を
解
体
さ
せ
た
理
由
は
ま
さ
に
そ
こ
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
公
城
ら
が
な
ぜ
党
派
形
成
に
向
か
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
幕
府
、
朝
廷
、

そ
し
て
摂
家
ら
の
現
状
へ
の
不
満
な
ど
、
彼
ら
自
身
の
言
説
か
ら
お
っ
て
み
る
必
要

が
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

近
衛
内
前
の
日
記
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
。

（
２
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
特
殊
蒐
書
徳
大
寺
家
史
料
、
全
二
八
冊
（
請
求
記
号
徳

大
寺
家
本41

―5

―01

～28

）。
第
一
冊
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
一
一
月
か
ら
始

ま
り
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の
第
二
六
冊
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
記
さ
れ
て
い
る
。
第

二
七
冊
は
表
紙
に
「
備
忘
略
記
」
と
記
さ
れ
、
宝
暦
七
年
か
ら
同
八
年
ま
で
は
粗
い

略
記
と
な
り
、
末
尾
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
四
月
ま
で
記
事
は
あ
る
が
、
落
飾
、

永
蟄
居
赦
免
、
後
桃
園
天
皇
死
去
な
ど
の
特
記
事
項
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
第
二
八

冊
は
、
天
明
元
年
五
月
か
ら
死
亡
す
る
約
一
か
月
前
の
同
二
年
六
月
九
日
ま
で
毎
日

記
さ
れ
て
い
る
。
虫
食
い
が
ひ
ど
く
読
み
に
く
い
箇
所
が
か
な
り
あ
る
。
な
お
、
第

二
七
冊
目
の
謄
写
本
が
、「
徳
大
寺
公
城
手
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求

記
号2073

―251

）
の
史
料
名
で
か
つ
て
か
ら
宝
暦
事
件
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

（
３
）　

高
埜
利
彦
「
後
期
幕
藩
制
と
天
皇
」（
石
上
英
一
他
編
『
前
近
代
の
天
皇
第
２
巻　

天
皇
権
力
の
構
造
と
展
開　

そ
の
２
』
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
、
の
ち
高
埜
『
近

世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
に
再
録
）
の
表
を
加
工
増
補
し
て

作
成
。

（
４
）　

こ
の
ほ
か
、延
享
三
年（
一
七
四
六
）頃
か
ら
、家
司
の
諸
大
夫
を
師
と
し
て
剣
術
・

体
術
・
棒
術
な
ど
を
習
練
し
、
の
ち
に
近
習
衆
の
武
術
稽
古
の
風
聞
を
生
む
要
因
と

な
る
。

（
５
）　

朝
幕
研
究
会
編
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
発
行
、
二
〇
一
〇
年
。

（
６
）　

本
田
彗
子
「
後
水
尾
天
皇
の
禁
中
御
学
問
講
」（『
書
陵
部
紀
要
』
二
九
、一
九
七
七

年
）、
熊
倉
功
『
後
水
尾
院
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
、
の
ち
『
後
水
尾
天
皇
』

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）
等
。

（
７
）　

拙
著
『
光
格
天
皇
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
二
〇
一
八
年
）。

（
８
）　

醍
醐
家
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
創
設
の
新
家
で
あ
る
が
、
家
格
は
徳
大
寺
家

と
同
じ
清
華
家
。
延
享
二
年
当
時
、
醍
醐
冬
煕
六
七
歳
は
従
一
位
前
右
大
臣
、
醍
醐

兼
潔
二
九
歳
は
正
二
位
権
大
納
言
。

（
９
）　

南
湖
。「
公
城
卿
記
」
に
は
、
正
蔵
、
菅
原
正
脩
と
も
表
記
さ
れ
る
。
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
～
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
七
月
。
母
は
木
下
順
庵
の
女
、
従
弟
に

堀
景
山
。
京
都
在
住
で
広
島
藩
儒
医
。
九
条
尚
実
に
も
し
ば
し
ば
招
か
れ
た
と
い
う

（『
漢
学
者
伝
記
集
成
』）。
な
お
堀
南
雲
は
、
七
左
衛
門
、
正
珪
と
「
公
城
卿
記
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。
南
湖
と
南
雲
の
関
係
は
不
詳
。

（
10
）　

京
都
在
住
の
二
条
派
歌
人
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
六
八
歳
で
没
。
子
の
景

（
26
）
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柄
の
養
子
が
香
川
景
樹
で
あ
る
（『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
）。

（
11
）　

禁
裏
歌
会
始
へ
の
詠
進
や
天
皇
の
「
歌
会
」
に
出
席
を
許
さ
れ
る
に
は
、
有
力
な

宮
廷
歌
人
へ
の
入
門
と
推
挙
が
必
要
だ
っ
た
ら
し
い
。
註
（
７
）
拙
著
で
今
出
川
実

種
が
日
野
資
枝
に
入
門
し
、
光
格
天
皇
歌
壇
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
正

親
町
実
連
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
二
月
に
三
条
西
家
能
に
入
門
し
た
さ
い
、

家
能
に
刀
馬
代
銀
拾
両
、
仲
介
の
清
水
谷
家
季
に
生
肴
一
折
代
金
百
疋
を
贈
っ
て
い

る
（「
正
親
町
実
連
日
記
」
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
）。

（
12
）　

下
野
介
・
下
野
守
・
豊
前
守
・
狛
則
長
の
名
で
も
出
て
く
る
の
で
同
一
人
物
か
不

詳
。
辻
家
は
笙
の
家
。
東
山
・
中
御
門
両
天
皇
の
笛
の
師
範
も
勤
め
て
い
る
。

（
13
）　

竹
内
式
部
に
は
、羞
斎
翁
、羞
斎
先
生
と
敬
称
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、堀
南
湖
・

南
雲
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。
逆
に
「
南
湖
先
生
」（「
公
城
卿
記
」
宝
暦
元
年
一
〇
月

一
日
条
）
の
よ
う
に
、
先
生
と
書
い
て
消
し
て
す
ら
い
る
。

（
14
）　

な
お
、
延
享
四
年
四
月
一
三
日
に
『
近
思
録
講
義
』
一
冊
、
一
二
月
二
一
日
に
『
近

思
録
講
義
致
知
』
一
冊
を
式
部
か
ら
借
用
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。

（
15
）　

三
上
参
次
『
尊
王
論
発
達
史
』（
冨
山
房
、
一
九
四
一
年
）
四
五
一
頁
、
磯
前
順
一
・

小
倉
慈
司
『
近
世
朝
廷
と
垂
加
神
道
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）
七
八
頁
。

（
16
）　

註
（
15
）
磯
前
・
小
倉
著
、
六
二
頁
。

（
17
）　

公
城
が
寛
延
元
年
四
月
一
一
日
に
書
写
し
た
『
諸
伝
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

特
殊
蒐
書
徳
大
寺
家
史
料
、
請
求
記
号
徳
大
寺
家
本40

―22

）
に
よ
る
と
、
神
宮
書

は
日
本
紀
三
重
伝
に
続
く
も
の
。

（
18
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
特
殊
蒐
書
徳
大
寺
家
史
料
、
請
求
記
号
徳
大
寺
家
本40

―19

。

（
19
）　

平
重
道
「
近
世
の
神
道
思
想
」（『
日
本
思
想
大
系
39　

近
世
神
道
論
・
前
期
国
学
』

岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
五
五
二
～
三
頁
。
公
城
は
、
８
『
橘
家
祖
神
祭
』
を
書

写
す
る
と
、
先
祖
の
祭
式
を
仏
教
か
ら
神
道
に
変
更
し
た
（
拙
稿
「
宝
暦
事
件
と
仏

教
忌
避
」『
日
本
歴
史
』
八
五
八
、二
〇
一
九
年
）。

（
20
）　

谷
省
吾
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、

『
自
従
抄
』
に
は
「
三
種
神
宝
伝
」「
神
籬
磐
境
伝
」
な
ど
を
含
む
も
の
と
、
含
ま
な

い
も
の
の
二
種
類
あ
り
、
徳
大
寺
家
本
は
後
者
で
あ
る
。

（
21
）　

大
貫
大
樹
「
竹
内
式
部
『
奉
公
心
得
書
』
の
成
立
と
受
容
に
つ
い
て
」（『
藝
林
』

六
七
巻
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
22
）　

柳
原
光
綱
は
、
青
侍
が
神
学
伝
授
、
子
紀
光
が
宝
暦
二
年
か
ら
竹
内
式
部
よ
り
素

読
指
南
を
受
け
て
お
り
、
式
部
と
垂
加
神
道
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
を
入
手
で
き
る

立
場
に
い
た
。
な
お
、
同
七
年
四
月
八
日
の
坊
城
俊
逸
の
神
籬
伝
授
に
、
公
城
が
証

人
と
し
て
坊
城
邸
を
訪
れ
て
い
る
（「
公
城
卿
記
」）。

（
23
）　

久
我
敏
通
の
死
に
接
し
た
公
城
の
悲
嘆
の
様
子
を
日
記
か
ら
紹
介
し
よ
う
。

　
　

今
日
我
友
源
大
納
言
敏
通
卿
被
薨
、嗟
呼
、此
人
可
惜
哉
、十
六
七
歳
之
時
よ
り
志
道
、

予
之
刎
頸
断
金
之
友
た
り
、能
予
之
不
美
を
被
責
、予
之
短
言
を
も
能
被
聞
入
た
り
し
、

予
師
羞
斎
翁
に
被
従
学
、
先
日
既
被
許
神
籬
、
真
吾
党
之
人
也
、
其
上
今
度
経
筵
之

講
義
被
始
事
も
、
偏
に
彼
人
之
力
、
尤
其
第
一
也
、
中
古
已
来
紳
縉
家
之
所
無
也
、

嗚
呼
可
惜
々
々
、
天
奪
我
之
一
臂
太
息
無
窮
、
吾
輩
之
不
幸
の
み
に
あ
ら
す
、
真
に

朝
家
之
一
衰
也
、
良
辰
尚
可
得
此
人
不
可
得
、
悲
哉
哀
哉
、
于
時
二
十
二
歳
、
使
人

存
千
古
之
歎
矣
、（「
公
城
卿
記
」
宝
暦
六
年
二
月
二
五
日
条
）

（
24
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
特
殊
蒐
書
徳
大
寺
家
史
料
、
請
求
記
号
徳
大
寺
家
本41

―22

。

（
25
）　
『
大
日
本
近
世
史
料　

広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記　

七
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
26
）　

公
城
は
宝
暦
元
年
一
一
月
二
八
日
に
、
近
習
小
番
の
五
年
間
皆
勤
を
天
皇
か
ら
讃

え
ら
れ
褒
美
を
頂
戴
し
、近
習
一
統
は
同
二
年
七
月
三
日
に「
何
も
精
を
出
し
相
勤
候
」

褒
美
と
し
て
、
装
束
代
白
銀
一
〇
枚
づ
つ
拝
領
し
て
い
る
（「
公
城
卿
記
」）。
公
城
と

近
習
公
家
の
精
勤
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
る
。

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般
共
同
研

究
「
徳
大
寺
公
城
日
記
お
よ
び
関
係
史
料
に
よ
る
宝
暦
事
件
の
研
究
」（
二
〇
一
四
・ 

一
五
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る

〃
〃




